
朝来市の高齢者福祉の指針 （朝来市高齢者保健福祉計画及び第 9 期介護保険事業計画の概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険事業計画等審議会・地域包括ケアシステム推進会議 

① 
人生をまっとうす

るための体制作り 

 

② 
住みやすい環境づ

くりの推進 

 

③ 
生きがいづくり 

安心・安全な暮ら

しへの支援 

 
 

 

④ 
健康づくりと適切

な介護予防サービ

スの提供 

⑤ 
持続的な介護サー

ビスの提供と質の

向上 

総合相談体制の充実 

地域での向こう三軒両隣会議の

推進 

ケアマネジメントの推進 

フレイル予防・介護予防の推進 

つながり支え合う地域づくり 

認知症になっても住み慣れた地域

で暮らすための支援 

医療と介護の連携の推進 

人としての尊厳、権利擁護の推進 

 

いきいき住宅助成事業の推進 

高齢者の住宅等の情報提供 

養護老人ホームの入所支援 

高齢者の安全な交通手段の確

保外出支援サービスの充実 

緊急通報システム運営事業の

利用促進 

介護用品支給事業の充実 

 

 

 

老人クラブへの継続支援 

生涯学習やスポーツ活動など交

流の場の支援 

働くことを支援するシルバー人

材センターを充実 

高齢者の働きやすい環境作り 

災害や感染症など緊急時のネッ

トワーク作り 

 

 

 

健康づくりを推進する体制づ

くり 

生活習慣病の予防と重症化防止 

こころの健康づくり、自殺予防 

訪問型サービス、通所型サービ

スの充実 

元気高齢者、要介護状態の高齢

者も通いの場を確保する 

 

 

 

老居宅サービスの確保 

施設サービス、地域密着型サー

ビスの確保 

サービスの質の向上への支援 

介護人材の確保 

介護保険事業の円滑な運営 

 

 

 

 

 

健康づくり・病気の予防 

フレイル予防の普及啓発と実践 

転倒や骨折の予防と環境作り 

介護予防に資するケアマネジメント支援 

要介護者へも取組む予防的ケア 

 

高齢者の移動支援の充実 

外出支援サービスの充実 

デマンド型乗り合い交通の利用 

地域自治協議会で取組む集いと併用の

移動サービス 

民間の福祉タクシー等との連携 

地域の集いやデイサービスと連携した

移動、買い物支援の検討 

介護人材の確保 

介護保険サービスの安定提供 

居宅介護サービスの確保 

介護人材確保に向けた取組み 

介護人材の育成と資質の向上 

 

重点的に取り組む内容を協議 

フレイル予防・介護予防の取組み 

認知症の人および家族への支援 

権利擁護の推進 

つながり支え合う関係づくり 

フレイルを知る人の割合 52%⇒62% 

1 年間に転んだことがある人 33.6⇒28.6% 

いきいき百歳体操グループ数 88⇒91 

ケアマネジメントでの基本チェックリスト 

(利用者自立度の指標)平均点 10.5 点⇒9.6 点 

通所型サービスＡまたはＢの実施 無⇒実施 

 

認知症相談窓口を知る人の割合 35%⇒50% 

認知症一体的プログラム参加延人数 

24 人⇒42 人 

認知症 SOS ネットワーク登録数 7 人⇒17 人 

認知症初期集中支援チームで医療又は介護へ 

つなげたケースの率 80%⇒85% 

困ったときに助け合う人の割合 44.4⇒50% 

地域ミニデイ活動か所数 80⇒92 

いきいき百歳体操リーダーの生きがい感が 

増加した人の割合 74⇒80％ 

ACP(人生会議)の言葉も内容も知らない人の

割合 66.4⇒56.4％ 

ケアマネジャーへいつも相談している人の 

割合 79.3⇒85％ 

寝たきりなどになった時の準備をしていない

と答えた人の割合 50.9⇒40.9％ 

 

 

 

虐待の相談窓口を知っている人の割合 ⇒30%  

成年後見制度を知る人の割合 52.8⇒60.0% 

権利擁護に関する中核機関の整備 ⇒整備開始 

具体的な取組む内容と目標値（計画の一部抜粋） 


